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かつて,MATSUMOTO(1921)が可児那御怒町中脚番上洞から1個のl)ス頬動物の切歯を報

告したことがある.わずか2cmはどの長さの右上顎切歯であるが,これこそ日本では壊古の

リス科動物の存在を意味する墳重なものであった.しかし,部分が部分だけに種の決定はなさ

れず,またそれ以後において新しい材料の発見がなかった.筆者の一人冨田は今年, リス類の

顎骨1個を発見した.また一昨年中型食肉類と考えられる上腕骨を採集した.これ らの標本は

いずれも不完全で属種の決定が困難であるが,その発見により従来大型動物のみに片寄ってい

た瑞浪層群の動物相に申 ･小型種の追加がされたことにとどまらず,今後は採集に注意し,ある

いは採集方法を考えて資料の収集に努めるならばより一層の知識と資料の増加を示唆している

といえる.よってここに,ワニ類1種を加えて予報的にこれら3種について報告をしておく.

標本の記城

1) I)ス類,Sciurus,gen.etsp.indet.

(Plate41,Figs.1a,b,C)

産出地 :瑞浪市明世町戸狩松ケ瀬下流

産出層 :明世累層狭間層

採集年月 :1977年 1月2日

採集者 :冨田 進

保管者 :冨田 進

MATSUMOTO(1918)が1)ス属の門歯化石について報告してから以後小型の幡乳動物化石が

発見されたのはこれが最初である.不完全な左下顎骨体である.臼歯の歯槽をほほ完全に残

し,前は歯槽の前縁よりやや前方で破損する.後は下顎角と,下顎枝と歯槽後縁と交差する部

分から後方若干の下顎枝を残して破損する.しかし,下顎頚と下顎頭の部分は残る (Fig.1).

採集時にこわれたもので,完全なる同一個体のものである.比較のために用いた長野県下伊那

郡南信浪村産の1)スSciurusIts(Fig.2)の下顎骨と比較するとき,その外形的形態はほぼ同

じである.ただ大きさが若干小さい.さらに歯槽の形と歯槽の配列を同じ倍率の描写装置によ

って描いて比較したのが第1図である.明らかにリスの歯根と同じ配列を示している.すなわ

ち Pm4は前後に並ぶ2個,MlとM2はそれぞれ2個並列した4個,M3は前位の小さい2個

と後位の大きな1個の歯槽よりなる.一般に歯槽の大きさは歯根の大きさを示し,歯根の大小

は歯冠の大きさあるいは唆頭の位置と関係がある.この点に留意して現生種との比較を試みる
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と若干の違いが伺われる.化石種における現生

種との違いを次に簡単に述べる.

Pm4の前位の歯根は前後長が短い.前後と

も左右に長い.よって,歯冠は横長でしかも,

より後外側唆頭すなわち下丘 (Hypoconid)が

大きい.

Ml;Pm4と同様に左右に長めで,後外側唆

頭の大きさが目立つ.

M2;Mlと全く同じ傾向を示す.

MB;後部の歯槽後縁部が後方に 突出る.現

生 リスでは逆に内側前方に突出る.

ただし,1個では種の特徴について充分な検
討をbllえることはできないし,危険なことであ

るが,Blu'記の如く全体的には明らかに現生ごリス

に近いものであるが,細部ではかなり異なる点

があり,若干体の小さいことが予想される.概
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はかなり大きかったと思われる.このことは上演稜の大きさによって推定される.上瓶稜は骨

体の内側に連なる.現生のテンにみられる如く.骨体に対して強く斜交し,内側後方から骨体

中央部に強く張 り出すことはない.内側上頼孔 foramensupracondylicum は長惰円形で

5×2mm,現生のテンより大きい.外側上撤稜は前下方よりゆるやかに曽曲しながら骨体に

そって後上方に発達する.その終点はおそらく骨休の中央部辺 りと推定される.現生のテンで

は内側と同様に,骨体外側方と強く斜行して,下から骨体全体のはば4分の 1ほどの位置に終

点がくる.化石種では現生鐘テンはど付体がねじれていないことを示しているが,これは化石

種では腕の画地が弱かったことを意味している.肘頭眉 olecranonfossaは極めて浅く,皮

対に烏啄関 Coronoidfossaは深い.滑車上孔はない.

以上,その大きさと外部形態から比較すると化石標本は現生のテンとよく似ているが,個々

にみると多くの点で異なる.これも断片的であるためとりあえず現生のテンに頬似する動物で

あることを指摘し,Mustelidgen.etsp.indet.としたが,種は明らかに新しいものといえ

る.もちろん本邦より初めて知られる動物である.今後の調査に際して更に小型種に対する的

心をもつ必要を感じさせる.

当標本を産出した地層は通称奥名上部層と呼ばれ名滝疎岩層に相当する (糸魚川,1974).

本層には GZycyJneris-De12ialium 動物群で代表される多種類の軟体動物化石が産出するほか軟

骨魚類化石が多産するo小型幡乳類化石は最初のものであって,この地点からは報告がない.

木屑は海成層ではあるがこれが浅海性堆税物であることから当化石は陸から運搬されたもので

ある.

3)Crocodilesp.

産出地 :瑞浪市釜戸町荻島,土岐川の川原

産出層 :瑞浪層群明世累層宿洞砂岩柏

採集年月 :1976年5月

採集者 :神谷敏昭 ･EFl維直樹

保管者 :冨田 進

産出地点の僕を含んだ背灰色ないし風化して褐色となった砂岩層からである.神谷および岬

能両氏が2週間の日を置いて半分づつ採集したもので,後日冨田が譲 り受けこれを接着した.

表面の磨滅した方形板状の骨であって,大きさは径32×24mm,厚さ5mm,片面に円形又は

楕円形の浅い窪みをもち,その数は約 23穴ある.この特長は ワニ塀に見られる鱗板骨 scute

と同定され,大きさなどから体の後部ないし,側方に位置するものである.

瑞浪地方から知 られるワニ類化石 としては,土岐市泉町定林寺の久尻相基底部産の歯があ

る.これは学にワニの歯としてのみ記録されているが,当標本と定林寺標本とが同類のワニに

屈するかどうか,またクロコダイル猿かどうかも詳細について検討するには決定打を欠く材料

である.よって便宜的に Crocodilesp.としておき,今後の検討を待つことにした.

結 語

不完全な鹿本ではあるがリス耕,テン類およびワニ掛の新しい産出を報じた.

リス猿は現生稜と大きさは似ているが種が異なることを指摘した.

テン類は本邦第三紀から最初の産出である.El本に現生するテン Mariesm･eZam･Pusと大

きさ,基本的な骨の性格が類似するも,明らかに異なることを示した.しかし,テンに属する
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か苔かは今後の聞麹である.

今後,各地において注意深く,なおかつ採集方法について工夫されるならば,より多くの

中 ･小型晴乳類などの発見が可能であろう.すでに当地方の脊椎動物相は日本の中新世の基準

となっているが,その内容が豊富になることは,古生物学上貢献することが大きい.おわりに

資料の一部を提供いただいた甲能直樹,神谷敏昭の両氏に厚 く御礼申し上げる.
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PlaLe41

Figs.1a-C.Sciurid,gen.etsp.lndet.左下顎骨.岐阜県瑞浪市叩川帥丁戸待桧ケ瀬 卜､ ヒ岨 l̀北岸掘.

la,岐合南川lj. lb,舌側面. lc,頬側面,下顎頗および下顎魂あり､採集時に破損したものである

斜線の発達が誹i著である. ×2

Fig.2. 現生 リス ScitLruSLISの左下顎i頬側面.
Figs_3a-d.MusteIld7gen.etsp.lndet.左上腕骨遠位端.岐阜県瑞浪市ヒ岐町奥名確.

3a.前仙臥 3b,内側Eb-. 3C,後側面. 3d,外側面.
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